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凡 例

特別警戒区域

警 戒 区 域

渓 流

県 道

町 道

計画基準点A=0.184km2

補助基準点A=0.170km2

渓流保全工
整備率 現況 0.0%
整備率 当該 100.0%

不透過型堰堤（除石型）
（H=8.0m、L=94.0m）
整備率 現況 0.0%
整備率 当該 100.0%
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砂防堰堤１基

大芦沢

土砂災害警戒区域

■事業箇所：みなかみ町藤原
■事業内容：砂防堰堤 １基
■事業期間：平成29年度～

砂防堰堤を
つくります

よ く わ か る 公 共 事 業令和

６
年度

事業継続中
電子データはこちら▶

どのような未来を目指すための事業か

・毎年、豪雨による出水が心配で、早く堰堤が出来ることを望んでいます。（地元住民）

地 元 の 声

事業前 事業後

◆砂防堰堤の整備により、大雨などによる
土石流や流木の被害のリスクを軽減します。

◆渓流が荒廃しており、大雨などにより
土石流や流木が発生するおそれがあります。

事業の進捗状況（令和６年３月末現在）

事業開始 事業完了

事業のすすみ具合

事業の概要

今、何をしているか

令和６年度は、引き続き砂防堰堤の
工事を実施します。

施工状況

土砂災害リスクを軽減するため

避難所

事業前の状況 事業後のイメージ（一例）
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奈良俣ダム


